
部活動改⾰の経緯とこれから
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経済産業省資料より

運動部活動改革のこれまでの経緯・取組について
 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30年3月）抜粋

生徒のスポーツ環境の充実の観点から、学校や地域の実態に応じて、スポーツ団体、保護者、民間事業者等の協力の下、学
校と地域が協働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。

 「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改
革に関する総合的な方策について」（中教審答申・平成31年１月）抜粋

 公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の一部を改正する法律案に
対する付帯決議（衆・令和元年11月、参・12月）抜粋

 「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」（令和２年９月）抜粋

地方公共団体や教育委員会が、学校や地域住民と意識共有を図りつつ、地域で部活動に代わり得る質の高い活動の機会を
確保できる十分な体制を整える取組を進め、環境を整えた上で、将来的には、部活動を学校単位から地域単位の取組にし、
学校以外が担うことも積極的に進めるべきである。

休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については、学校の職務として教師が担うのではなく地域の活動として地域人
材が担うこととし、地域部活動を推進するための実践研究を実施する。その成果を基に、令和５年度以降、休日の部活動の段
階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師が休日の部活動に従事しないこととする。

政府は、教育職員の負担軽減を実現する観点から、部活動を学校単位から地域単位の取組とし、学校以外の主体が担うこ
とについて検討を行い、早期に実現すること。

○今年度より、予算事業として「地域運動部活動推進事業」（2億円）を新設し、全都道府
県、12政令市において休日部活動の段階的な地域移行を実践研究。

○具体的な地域移行の方策等を検討するため「運動部活動の地域移行に関する検討会議」
を設置し、令和３年10月より議論開始。



課題

学校における部活動改革の必要性

【部活動の意義】
○ 生徒のスポーツ・文化芸術に親しむ機会を確保。
○ 生徒の自主的・主体的な参加による活動を通じ、責任感・連帯感を涵養。生徒同士や生徒と
教師等との好ましい人間関係の構築。

【部活動の課題】
○ 少子化の進展により、従前と同様の学校単位での体制での運営は困難。学校や地域によっては
存続が厳しい。
○ 必ずしも専門性や意思に関わらず教師が顧問を務める指導体制の継続は、学校の働き方改革が
進む中、より困難。

■ 少子化が進む中でも、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して
親しむ機会を確保。

■ 「地域の子供たちは、地域で育てる」という意識の下、地域のスポーツ・文化資源を
最大限活用。生徒のニーズに応じた多様で豊かな活動を実現。

■ 生徒のみならず、地域住民にとってもより良いスポーツ・文化芸術の環境整備。
 スポーツ・文化芸術による「まちづくり」。 5

部活動の地域連携や地域スポーツクラブ活動移⾏に向けた環境の⼀体的な整備について（スポーツ庁資料）より



経済産業省「未来のブカツ」ビジョン（概要版）より

解くべき課題の整理：U15/U18世代のスポーツ環境の課題
➢ 「部活動の地域移行」自体が目的化してしまうと、関係者の合意形成が困難を極め、「手段」の設
計に柔軟性が失われる可能性があるということが「未来のブカツ」FS事業から得た示唆。

➢ 「学校部活動の地域移行」という手段（政策）がなぜ必要なのか、解くべき課題の本質は何かを明確
にしなければ、「手段の目的化」を招きかねない。

➢ よって、地域レベルでの丁寧な合意形成を進める上で、まず先に共有されるべきU15/U18世代のス
ポーツ環境における「解決すべき課題」について、以下３つのポイントを整理する。

学校部活動の
地域移行

U15/U18世代に望ましい
スポーツ環境実現？

「もはや学校単位ではチームを組めない」：少子化の中で多様な種目の経験機会をつくるには課題①

課題②

「科学的・長期的・選択的な視座」 ：やりたいことを、正しいやり方と、やりたい場所で続けるには課題③

「関係者にボランティア負担が寄る」：断れない、対価もない、苦しいスポーツ環境を変えるには
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30年で約3割、90万人強が減

中学生世代の今後の人口動向の推計

※1989年は562万人、約50年で５２％減という半減以下に

中学生世代の人口数は4月1日時点において12～14歳の者の数
厚生労働省作成「人口動態統計」月報（2017年5月）」により算出するとともに、将来の出生者数について、国立社会保障・人口政策研究所作成「日
本の将来推計人口（平成29年推計）詳細結果表」の「１．出生中位（死亡中位）推計」）を基に算出。

⚫ 学校数の減少、それ以上に進む少子化で生徒数／学校はさらに小さくなる中、部活動は持続困難。

少子化・人口減少の加速化

（年）

1

部活動の地域連携や地域スポーツクラブ活動移⾏に向けた環境の⼀体的な整備について（スポーツ庁資料）より



スポーツ庁資料より



経済産業省「未来のブカツ」ビジョン（概要版）より

（課題①）「もはや学校単位でチームを組めない」：少子化の中で多様な種目の経験機会をつくるには
➢ 少子化の進展により、特に多くの部員数を必要とする種目では、学校単位のチーム編成が困難、実際
に中体連に登録する合同チーム数は、この20年で6.5倍に増加し、この傾向は今後ますます深刻に。こ
のままでは子どもたちが多様なスポーツを経験できる機会はさらに少なくなってしまう。

➢ 対応策として現在でも合同チームの編成は可能であるが、不安定な競技環境に鑑みれば、学校の枠
にとらわれないスポーツクラブを組成するメリットを考え、学校部活動しか参加できない各種の競技大
会も、地域スポーツクラブへの門戸開放を前提にデザインすべきではないか。

止まらない少子化と合同チームの増加
■中体連に合同部活実施チームとして届け出を行っている
合同チーム総数はこの20年で約6.5倍に（対象は22種目）
4校以上が1チームとして活動しているものも存在

266

622

1,722

2001 2011 2021

中体連に登録する合同チームの数

約6.5倍

出典：内閣府「出生調査」・文部科学省「学校基本調査」、「加盟校・加盟生徒数調査集計表」公益財団法人 日本中学校体育連盟

■2030年に向けて中学生は約10％、高校生は約7％減少
地域によっては20％以上減少見込みのところも
また、学校の統廃合が進み、年100校以上の中学校・高校が消滅

中学生・高校生の人口変動
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岩⾒沢市内中学校の現況

学年 ⼈数

1学年 124

2学年 124

3学年 128

東光中学校

学年 ⼈数

1学年 184

2学年 184

3学年 199

光陵中学校

学年 ⼈数

1学年 105

2学年 90

3学年 82

緑中学校

学年 ⼈数

1学年 35

2学年 41

3学年 37

豊中学校

学年 ⼈数

1学年 13

2学年 11

3学年 21

上幌向中学校

学年 ⼈数

1学年 49

2学年 28

3学年 44

清園中学校

学年 ⼈数

1学年 37

2学年 58

3学年 56

明成中学校

学年 ⼈数

1学年 10

2学年 15

3学年 10

北村中学校

学年 ⼈数

1学年 21

2学年 25

3学年 40

栗沢中学校

学年 ⼈数

1学年 578

2学年 576

3学年 607

市内9校計

【学校別在籍⽣徒数（令和4年度）】 【⼈⼝密度分布と中学校の配置状況】

働き⽅改⾰以前に、チームスポーツなどでは、そもそ
も学校単位での部活動が成⽴しなくなってきている。
⼦どもたちがスタートラインに⽴てなければ、地域のス
ポーツ⼈⼝そのものが減少していく。⼤きな危機感。
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教師の負担
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㸱㸬㒊άືࡢព⩏ㄢ㢟

��� ᩍ⫱ୖࡢព⩏ࠊ᭹ົୖᩚࡢ⌮

ۑ 㒊άືࠊࡣయຊࡸᢏ⬟ࢆୖྥࡢᅗࠊࡾࡼࡶࡣࡇࡿ␗ᖺ㱋ࡢὶࡢ୰࡛ࠊ⏕ᚐྠኈࡸ

⏕ᚐᩍဨ➼ࡢዲ࠸ࡋࡲே㛫㛵ಀࡢᵓ⠏ࢆᅗࠊࡾࡓࡗ⏕ᚐ⮬㌟ࡀάືࢆ㏻࡚ࡋ⮬ᕫ⫯ᐃឤ

ࠋ࠸ࡁࡣ⩏ᩍ⫱ⓗពࠊࡾ࠶ሙ࡛ࡢࡧᏛ࡞ከᵝࡢᚐ⏕ࠊ࡞ࡿࡍࡾࡓࡵ㧗ࢆ

ۑ 㒊άືࠊࡣ㏻ᖖࠊ㐌ఇ᪥ࡸົ㛫እࡀࡇࡿࢀࢃ⾜࡚ࡅከࠊࡀ࠸㒊άືᣦᑟࡣ㉸

㸲㡯┠ヱᙜࠊࡵࡓ࠸࡞ࡋ᭹ົୖࡣᩍဨࠕࡢ⮬Ⓨⓗ࡞ᴗົࠖࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⌮ᩚ࡚ࡋ

ۑ ᚑ㒊άືࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᨭ࡚ࡗࡼົ࡞㌟ⓗ⫣ࡢᩍဨࠊࡣ㒊άື࠺ࡼࡢࡇ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⤥ᨭࡀᩍဨ≉Ṧᴗົᡭᙜࡾ࠾ࡢḟࠊࡣ࡚ࡋᑐᩍဨࡿࡍ

࠙㒊άືᣦᑟ㛵ࡿࡍᡭᙜࠚ

ᴗົࡢ⠊ᅖ せ ௳ ᨭ⤥㢠

ᑐእ㐠ື➇ᢏ➼ Ἡࢆకࡢࡶ࠺ �����

ᚐᘬ⋡ᴗົ⏕ࡢ 㐌ఇ᪥ࠊఇ᪥➼ࡢࡶ࠺⾜㸦᪥୰㸶㛫⛬ᗘᚑࡓࡋሙྜ㸧 �����

㒊άືࡢᣦᑟᴗົ
㐌ఇ᪥ࠊఇ᪥➼ࡢࡶ࠺⾜

�����
㸦ṇつࡢົ㛫௨እࡢ㛫࡚࠸࠾ᘬࡁ⥆ࡁ㸱㛫⛬ᗘᴗົᚑࡇࡓࡋ㸧

��� 㛗㛫ົࡢ㛵ಀ

ۑ 㒊άືࠊࡣᩍဨࡢ㛗㛫ົࡢせᅉࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡘ୍ࡢ㐨ᩍጤࡀ௧ඖᖺᗘᐇࡓࡋ

ົᐇែㄪᰝࠊࡶ࡚࠸࠾୰Ꮫᰯཬࡧ㧗➼Ꮫᰯࡢᩍㅍ≉ࡀ㛗㛫ົ࡛ࠊࡾ࠶㐌ఇ᪥ࡢ㒊

άືᣦᑟࡢᙳ㡪ࡀࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡼ᫂ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡽ

ۑ 㒊άືࡢタ⨨࣭㐠Ⴀࠊࡣἲ௧ୖࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉࡣົ⩏ࡢᅜࡢ୰ᩍᑂࠊࡶ࡚࠸࠾⏦⟆ࡢ

㒊άືࡣᚲࡶࡋࡎᩍဨࡀᢸ࠺ᚲせ࠸࡞ࡢᴗົ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ

Ꮫᰯ✀
㛫እᅾᰯ➼㛫

ົ᪥ 㐌ఇ᪥ 㐌ఇ᪥ࡢせ࡞ᴗົ

ᑠ Ꮫ ᰯ ���� ���� 37$ᑐᛂ����✲◊ᩍᮦࠊ����

୰ Ꮫ ᰯ ���� ���� 㒊άື����⌮ᡂ⦼ฎࠊ����

㧗➼Ꮫᰯ ���� ���� 㒊άື����⌮ᡂ⦼ฎࠊ����

≉ูᨭᏛᰯ ���� ���� ᩍᮦ◊✲����㒊άືࠊ����

㸲㸬Ꮫᰯࡿࡅ࠾ാࡁ᪉ᨵ㠉ࡁືࡢ㸦⤒㐣㸧

ۑ ᩍဨࡢ㛗㛫ົࠊࡣ࡚࠸ࡘᚑ๓ࡽ࡞ࡁၥ㢟࡚ࡋㄆ▱ࡓ࠸࡚ࢀࡉ୰ࠊᖹᡂ��ᖺ��᭶

ࠊࢀࡉ♧ࡀ࡚ࠖ࠸ࡘ⟇ᨵၿ᪉ࡢᚋ᪉ࡾᅾࡢᏛᰯࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳࠕ⏦⟆୰ኸᩍ⫱ጤဨ

㒊άືᣦᑟဨࡢ᪂タࠊ࡞ᩍဨ௨እࡢᑓ㛛ࡢࣇࢵࢱࢫཧ⏬ࡿࡼᏛᰯ㐠Ⴀࡢᐇ⌧ࡀᥦゝࠋࡓࢀࡉ

ۑ ᖹᡂ��ᖺ㸲᭶ᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࡀᩍဨົᐇែㄪᰝࡢ㏿ሗࢆබ⾲ࠊࡋ᭶��㛫௨ୖࡢ㛫እົ

ࠋࡓࢀࡉ♧ࡀㄪᰝ⤖ᯝ࠺࠸⣙㸴ࡣ୰Ꮫᰯ࡛ࠊ⣙㸱ࡣᑠᏛᰯ࡛ࠊࡀྜࡢᩍဨࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ۑ ᖹᡂ��ᖺ㸴᭶ࠊᩍ⫱⏕ᐇ⾜㆟ࡢ➨��ḟᥦゝࠕࠊ࡚࠸࠾㒊άືࡢᣢ⥆ྍ⬟࡞㐠Ⴀయไࡢ

ᩚഛ࡚ࠖࡋᏛᰯ༢࡛ࡃ࡞ࡣᆅᇦ༢࡛άື࡛ࡿࡁ⎔ቃ࡙ࡢࡾࡃ㌿ࡀᥦゝࠋࡓࢀࡉ

ۑ ��ᖹᡂࠊ୰ࡢἣ≦ࡓࡋ࠺ࡇᖺ㸴᭶ᩥࠊ㒊⛉Ꮫ┬ࠕࠊࡣ᪂࠸ࡋ௦ࡢᩍ⫱ࡓࡅྥᣢ⥆ྍ⬟࡞

Ꮫᰯᣦᑟ࣭㐠ႠయไࡢࡵࡓࡢᏛᰯࡿࡅ࠾ാࡁ᪉ᨵ㠉㛵ࡿࡍ⥲ྜⓗ࡞᪉⟇࡚ࠖ࠸ࡘ୰ኸᩍ
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教師の専門性（担当教科×競技経験）
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ۑ ᢸᙜᩍ⛉ࡀಖయ⫱࡛ࠊࡘࠊࡃ࡞ࡣᢸᙜ㒊άືࡢ➇ᢏࡢ⤒㦂࠸࡞ࡀᩍဨࡢྜࠊࡣ
୰Ꮫᰯ࡛㸲㸳.㸷㸣ࠊ㧗➼Ꮫᰯ࡛㸲㸮.㸷㸣ࠋ

㸦ฟ㸧㸦බ㈈㸧᪥ᮏయ⫱༠ࠕᏛᰯ㐠ື㒊άືᣦᑟ⪅ࡢᐇែ㛵ࡿࡍㄪᰝ㸦ᖹᡂ26ᖺ7᭶㸧ࠖ



部活動に参加していない生徒の希望

スポーツ庁資料より


